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m．s：　milli　second　m．v：　milli　volt　B：　block　t：　death
対照例：注射液としてRinger津液のみを用いた場合．
全　　　量＝心臓停止までに要した体璽100g当りのg－Strophanthin量
回　　　数：心臓停止までに実施した注射回数．
1回注射量：全量を注射回数で割った1回当りのg－Strophanthin量。
致死：量J“1：　1回注射量の全量に対する百分比．
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をRinger氏液にて1：50，000の濃度に溶解し，その一定
量宛を5分おき’にモルモットの頸静脈より注射した。心電
図は注射直前毎に撮影した。心臓停止前に呼吸停止の起る
のを防ぐために注射3～4回目から人工呼吸を施行した。
なお注射速度はユcc／mの割とした。
　心電計の増幅器は3段CR結合で時定数は1．2秒，バイ
ブレーターは横河製H型である。寸寸には2本のよく磨い
た1／3皮下針を使用し，これを右前肢と左後肢の皮下に刺
し，第2誘i尊法で心三図を撮影した。
　対照としては同様の方法でRinger丁丁のみを注射しな
がら心電図の撮影を行った。
実瞼成纏
G－Strophan七hi11の注射を5分置ぎに行い，同時に心電
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　　　第1図　頸静脈よりg－Strophanthin注射時
　　　　　　のPQの変化（正常モルモット＞
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図の撮影を行5と，PQ延長，　RR延長，丁波高の減少に次
いで消失，STの下降等の他にしばしばP波高の減少が見
られ，謡いで房．室ブロックと波形の変形等が起って来る。
今各例について得られた心電図について計測を行い表示す
ると第1表の如くになる。
　表の如くQR，　RRは注射回数の増加ととも．に延長を示
し，注射回数が5～7回に及ぶと浪形が著しく乱れブ・ッ
クの状態を示し，房室分離を来し計測不能となった。さら
に心室堅磐の状態から細動の状態に移り，遂に心搏停止に
至ることを知った。RRの延長は対照群においてもかなり
に認められるからStrophanthinのみの影響ではなく，麻
酔及び手術の侵襲等も考慮されなければならない。
　QTcは一般に軽度の増加を示した。　　　　　　　　　，
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　　第2図　頸静脈よりg－Strophanthin注射時の
　　　　RR及びQTcの変化（正常モルモット）
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　T波高は注射回数の進むにつれて漸次概ね逓減し5例中
3例は零線と一致したが陰性化したものは見られなかっ
た。
　STは5例中3例は3～5回目の注射時から低下を示した
が余り著明ではなかつtc。
　私の実験では1回の注射量は各例については常に一定で
あるから，致死を起すまでに注射した回数から致死量が求
められるとともに1回注射量が致死量の何パ・一一セントに当
るかを知ること．が出来る．かくして致死量百分比（％LD＞
で表わした1回注射量は丁丁毎に第1表の6行目に記7yし
てある。
　いま注射量の致死量百分比（％LD）を横軸とし，　PQの
増加率（注射前のPQ時澗に対する百分率）を縦軸にして図
示すると，第1表のPQ欄の成績を第1図の如く書ぎ直す
ことがIM来る』この図から明かな如く，　PQの増加率は20
％　LD附近より急に薯しくなり，概ね40～60％LDにて最
高に達し，弐いで房室ブロックに移行した。第4例では房
??←
??
1
o
　　　　　　　20　　’　40　90　LD
第3図　頸静脈よりg－Strophanthin注射時
　　　のTの変化〔正常モルモット）
室ブロックの起り方が遅かったために約60％LDの注射後
に約90％近いPQ増加率が見られた。
　同様な方法でRRの増加率（注射前のRR時間に対する
百分比）及びQTcの増加率（注射三値に対する百分比）と％
LDとの関係を図示すると第2図の如くなる。30～50％LD
においてRR増加率は最高に達したが，その増加率は一般
に僅少であって対照より僅かに大となるに過ぎず，最も著
しく延長した例でも高浸　20％位の増加率に過ぎない。QTc
は図の如く殆ど全部僅かではあるが増大しており，しかも
g－Strophanthinの投与量に比例して増加する傾向である
ことは第2図からも明かである。
　丁波高の変化は注射前値に対する比率を以て表わし，こ
れと％LDとの関係を図示すると第3図の如くなる。比較
的少量のStrophanthinにより丁台が平低化するのは間違
いないようである。ST下降の起つた例について見ると，投
与量が10～30％LDの頃からST下降が始まり30～50％
LDにおいて最低に達した。爾1麦ブPックになってくるか
ら測定不能になる。
総括及び考按
　StrophanthinによってPQの延長することは既に多く
の学者によって確められている。私がモルモヴトに一ついて
PQ及びRRの延長を認めたが，この威績はGiottin＆
Beani32）のStrophanthinについての成績，　Hofi’man＆
Wienke’26）のLanadigenについての成績及び藤野3「））の
Digitoxinについての実験成績と同一傾向を示すものであ
る。g・Strophanthinの致死量は個体によりかなり差のあ
ることは既に私36）の報告したところであるが，注射絶対量
とPQ延長の程度との関係も亦個体によってかなりの差が
ある。しかし％1・DとPQ増加率との関係はどの例におい
ても大体似た傾向を示していることは興味がある。PQの
増加率は20％　LDから急激に増大し，40～60％LDの量で
最：高に達し，次いで房室ブロックに陥る。
　QTcは軽度の増加を示し最高増加率は25％内外であっ
た。多くの研究者甲州印4DはQTの短縮を報告している。
従ってQTcは減少を示す筈であるが，私の実験成績は前
述のように反対の成績を示した。この成績の差異の理由は
29｝　Rothberger　u．　Winterber．cr：　Arch．　Physiol．　150，
　　217　（1913）．
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　　217，　225（1953）．
33）　Maleleod：　Am．　Heart　J．　17，　294（1930）．
34）　D6nhardt：　Z．　Kreislauff．　40，　528（1951）．
35）　藤里f（1日〃L森）：　ll藥翠【聖学齢　50，　14§（H召29）．
36）樹沢：札幌医誌6，153（昭30）．
37）　Friedericia：　Aeta　Med．　S6andinav．　54，　17（1920）．
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40）　Hegglin　u，　Holzmann：　Z．　klin．　Med．　132　（1937）．
41）　Wedd　＆　Blair：　J．　Pharmacol．　＆　Exper．　Therap．
　　90，　211　（1947）．
42）wal七her：Quoted　from　26）．
43 Rothlin：Quo七ed　from　26）．
44）　Kiseh　：　B：　ooklYn　Med．　Press　New　York（1944）．
284 宮沢一モルモットにおけるg－Strophanthin量と心電図の変化札幌医誌1955
不明であるが，Hoff’manL’6）等はQTの延長を報イ葺し，
Walther42），　Rothlin43）はQTが不定であると述べている。
故にQTcに関しては完全なる意見の一致を見ないものと
考えられる。
　丁波及びSTの変化はDigitalis属に特異的と見倣されて
いる、即ち丁波の波高低下とSTの下降である。これらは
一般には心筋障碍の際1こ現われる変化であるが，Digitalis
による場合は極めて特有な形状，即ち盆状下降を示すこと
が認められている．。私の実験では丁波は概ね冒卜隆を示した
が陰性化したものは認められなかった。STは5例中3例
に下降を認めたが下降の程度は左程著明ではなかった。
Cohn＆Levy：iO）は人闇における丁波に対するStrophan－
thinの影響は，　Digitalisほど著明でないといい，また，
Kisch44）によればST及び目論の変化はStrophanthinで
はDigitalisの場合ほどしばしば遭遇しないと述べている。
事実私の成績を藤野35）のDigitoxinを使用した催合の成
績と比較すると，Digitoxinは例外なしに丁波の消失と著
明なST下降を起すが，　StrophanthinによるST下降はあ
まり顕著でないことが特に目立つ。
結 論
　正常モルモットの頸静脈より5分おき’に一g－Strophanthin
を注入し，その間の心臓の状態を問敏的に心電図により追
求し次の結果を得た。
　1．PQは注射の回数の増加とともに延長し，その増加
率は極めて著明である。PQ増加率は注射量が20％LDに
達する頃から急激に増大し，40～60％LDの量において最
高に達し，次いで房室ブロックに陥る。
　2，RRは注射回数の増加とともに徐々に延長するが，
その程度はあまり著しくない。
　3。QTeは軽度の増加を示す。
　4．ST下降は認められるがあまり著しくなく，　T波高
の減少及び消失も認められるが，とも｝c　Digitalisの場合
程 明には現われない。　　　　　（昭和30。4．19受付）
Summary
　　The　effect　of　g－s’trophanthin　on　the　ECG　of　guinea　pigs　was　studied．　A　definite
quanti’ty　of　g－strophanthin　was　injected　intravenously　into　jugular　vein　at　5　minute
intervals・　and　continued　until　the　hea’rt　was　brought　to　a　standstill．　The　following
conclsions　were　obtained．
　　1．　PQ　in’terval　commences　to　increase　when　approximately　20　percent　of　the　lethal
dose　（200／o　LD）　is　attained．　This　increase　reaches　i’ts　maximum　at　40一一60e／o　LD，　whereupon
an　atrioventricular　’b撃盾モ求@appears．
　　2．　Though　RR　interval　increases　slowly　with　the　increase　of　doses，　the　rate　is　not
high．
　　3．　QTc　increases　slightly　with　the　increase　of　doses，
　　4．　G－strophanthin　frequently　produces　a　downward　displacement　of　ST　and　the
depression　of　T　wave　is　of　a　slighter　degree　as　compared　to　digitalis．
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